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なんでも情報局アンテナ スポーツ・観光・文化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
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な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

☆　

催　

し
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★
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（７） ４ ２ １５

１
時
〜
３
時
30
分
※
Ｊ
Ｒ
東
青

梅
駅
に
迎
え
可
▽
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
▽
画
面
が
見
え
な
く
て
も
便

利
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ

コ
ン
利
用
▽
見
学
可
▽
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
梅
▽
先
着

５
人
▽
費
用
無
料
▽
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
梅　

井
上
☎

090
・
８
７
７
６
・
０
３
８
７
へ

申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
23
・
７
１
６
３

FAX
23
・
７
１
６
５

郵
送
…
〒
198
―
０
０
４
２
青
梅

市
東
青
梅
１
―
177
―
３

●
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
ス
マ

ホ
、
パ
ソ
コ
ン
教
室　

３
月
12

日
(
土
)、
23
日
(
水
)　

午
後

●
児
童　

思
春
期
精
神
科
医
の

講
演
会　

２
月
20
日
(
日
)　

午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
▽

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン
タ
ー
▽

田
中　

哲
氏
▽
先
着
100
人
▽
19

歳
以
上
500
円
、
18
歳
以
下
無
料

▽
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ロ
ビ
ン
ソ
ン　

駒
井
☎
23
・
１
０
５
４
へ
申
し

込
み

●
家
族
会
に
よ
る
精
神
保
健
福

祉
相
談
会

２
月
24
日
(
木
)　

午
後
１
時
〜
４
時
▽
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
精
神
障
が
い
や
心
の
問

題
で
悩
ん
で
い
る
方
の
相
談
▽

先
着
５
人
▽
費
用
無
料
▽
青
梅

精
神
保
健
福
祉
家
族
会
ほ
っ

と
ス
マ
イ
ル　

遠
藤
☎
080
・

５
１
９
２
・
２
２
７
０
へ
申
し

込
み

●
第
31
回
青
梅
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト

２
月
24
日(
木
)　

午
後
２
時
〜
４
時
▽
ネ
ッ
ツ
た

ま
ぐ
ー
セ
ン
タ
ー
▽
ヴ
ィ
オ
ラ

と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

デ
ュ
オ
▽
先
着
100
人
▽
会
員

２
千
円
、
一
般
２
千
500
円
、
学

生
１
千
円
▽
当
日
券
あ
り
▽
青

梅
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト　

遠
藤
☎
24
・
７
０
８
８
へ
申
し

込
み

☆　

会　

員　

募　

集

●
社
交
ダ
ン
ス

火
曜
日
(
月

３
回
)　

上
級
ク
ラ
ス
…
午
後

１
時
〜
２
時
20
分
、
中
級
ク
ラ

ス
…
２
時
30
分
〜
３
時
30
分
、

初
級
ク
ラ
ス
…
３
時
30
分
〜
４

時
30
分
▽
ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ

ン
タ
ー
▽
男
女
２
人
の
プ
ロ
講

師
に
よ
る
楽
し
い
レ
ッ
ス
ン
▽

月
額
２
千
円
か
ら
▽
青
梅
社
交

ダ
ン
ス
愛
好
会　

加
藤
☎
080
・

５
１
９
８
・
０
０
５
３

☆
ス
ポ
ー
ツ
協
会
だ
よ
り

☎
22
・
０
８
２
７

●
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室　

３

月
12
日
(
土
)、
13
日
(
日
)、

19
日
(
土
)、
20
日
(
日
)、
26

日
(
土
)　

午
後
１
時
〜
２
時

▽
オ
ソ
キ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
▽

市
内
在
住
の
小
学
生
〜
高
校
生

▽
各
日
先
着
６
人
▽
費
用
無
料

▽
運
動
で
き
る
服
装
、ク
ラ
ブ
・

グ
ロ
ー
ブ
(
お
持
ち
の
方
)
▽

市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
▽
同
セ
ン

タ
ー
☎
74
・
６
３
７
０
へ
申
し

込
み

〇
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
の

受
付
時
間
〇

水
曜
日
を
除
く
月
〜
木
曜
日
…

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
金
曜

日
…
午
後
１
時
〜
４
時
、
土
曜

日
…
午
前
10
時
〜
正
午
(
水
・

日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
)

青
梅
市
の
文
化
遺
産
62

清

廉

の

武

将　

畠

山

重

忠

像

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

黒
田　

耕

　

武
蔵
御
嶽
神
社
の
宝
物
殿

前
に
は
「
清
廉
の
武
将　

畠

山
重
忠
像
」
と
題
さ
れ
た
像

が
あ
り
ま
す
。
石
の
台
座
に

は
題
と
由
緒
が
記
さ
れ
た
金

属
板
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
台
座
上
に
は
鎧
兜
を
身

に
着
け
騎
馬
に
ま
た
が
り
、

鞭
に
て
馬
を
御ぎ

ょ

し
つ
つ
参
拝

者
を
見
つ
め
る
武
将
の
姿
が

あ
り
ま
す
。
銀
白
色
を
し
た

像
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
よ
り

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
写

真
で
は
差
し
昇
る
朝
日
の
陽

光
を
受
け
て
だ
い
だ
い
色
に

染
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ

の

像

は

昭

和

56

(
１
９
８
１
)
年
に
執
り
行

わ
れ
た
武
蔵
御
嶽
神
社
の
式

年
大
祭
記
念
事
業
と
し
て
彫

刻
家　

北
村
西
望
に
よ
り
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の
出
身

地
で
あ
る
長
崎
県
の
平
和
公

園
内
に
あ
る
「
長
崎
平
和
記

念
像
」
の
作
者
と
し
て
知
ら

れ
、
国
会
議
事
堂
内
の
中
央

広
間
に
あ
る
「
板
垣
退
助
翁

像
」
ほ
か
勇
壮
な
男
性
像
を

数
多
く
制
作
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
畠
山
重
忠
像
」
は
西

望
が
満
年
齢
96
才
の
時
に
約

１
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
て

制
作
に
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

題
材
と
な
っ
た
畠
山
重
忠

は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉

時
代
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し

た
武
将
で
、
武
蔵
国
内
の
有

力
御
家
人
の
１
人
で
し
た
。

人
物
に
つ
い
て
は「
吾
妻
鑑
」

や
「
平
家
物
語
」、「
源
平
盛

衰
記
」
に
記
さ
れ
、
人
格
・

体
力
・
容
姿
が
共
に
優
れ
た

鎌
倉
武
士
の
代
表
格
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

重
忠
に
は
源
平
合
戦
に
関

わ
る
多
く
の
逸
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。
一
の
谷
の
合
戦
で

源
義
経
が
率
い
る
騎
馬
武
者

達
が
断
崖
絶
壁
を
駆
け
降
り

る
奇
襲
の
際
に
は
「
今
日
は

馬
を
労

ね
ぎ
ら

わ
ら

ん
」と
考
え
、

大
切
な
愛
馬

を
担
い
で
崖

を
降
り
た
と

い
い
ま
す
。

　

武
蔵
御
嶽

神
社
に
は
、

こ
の
畠
山
重
忠
が
奉
納
し
た

「
赤
糸
威
鎧
」
が
伝
わ
り
ま

す
。
明
治
32
(
１
８
９
９
)

年
８
月
２
日
に
国
宝
の
指
定

を
受
け
、
現
在
は
宝
物
殿
内

に
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
残
存
す
る
糸
を
見
る
と

経
過
し
た
年
月
の
長
さ
を
感

じ
さ
せ
る
傷
み
が
あ
り
ま
す

が
、
野
草
で
あ
る
茜
を
材
料

と
し
て
染
め
ら
れ
た
赤
い
色

は
非
常
に
鮮
や
か
で
す
。

　

伝
承
で
は
、
重
忠
は
自
筆

の
願
文
を
添
え
て
御
嶽
大
神

に
鎧
を
献
じ
た
と
あ
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
願
文
は
伝

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
時
に

我
が
身
の
命
を
守
り
、
現
代

に
お
い
て
も
国
宝
と
し
て
扱

わ
れ
る
美
し
い
鎧
を
献
じ
た

の
は
、
武
蔵
国
の
安
寧
を
強

く
祈
念
し
て
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

旧
宮
崎
家
住
宅
、
旧
稲
葉
家
住
宅
、

青
梅
市
吉
川
英
治
記
念
館　

雛
人
形
の
展
示

　

３
月
３
日
は
雛
祭
り
。
上
巳

の
節
句
、
桃
の
節
句
と
も
言
わ

れ
、
女
子
の
誕
生
や
成
長
を
祝

い
ま
す
。
旧
宮
崎
家
住
宅
、
旧

稲
葉
家
住
宅
、
青
梅
市
吉
川
英

治
記
念
館
で
は
、
雛
人
形
を
展

示
し
ま
す
。

日
程　

２
月
19
日
(
土
)
〜
３

月
21
日
(
祝
)

休
館
日　

月
曜
日
(
３
月
21
日

を
除
く
)

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
青
梅
市
吉
川
英
治
記
念
館
は

５
時
ま
で
(
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
)

会
場

▽
旧
宮
崎
家
住
宅
(
駒
木
町
１

―
684
)

▽
旧
稲
葉
家
住
宅
(
森
下
町

499
)

▽
青
梅
市
吉
川
英
治
記
念
館

(
柚
木
町
１
―
101
―
１
)

入
館
料

▽
旧
宮
崎
家
住
宅
、
旧
稲
葉
家

住
宅
…
無
料

▽
青
梅
市
吉
川
英
治
記
念
館
…

大
人
500
円
、
中
学
生
以
下
200

円
(
市
内
の
小
・
中
学
生
は

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
無
料
)

そ
の
他　

旧
吉
野
家
住
宅
は
、

屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
の

た
め
、
雛
人
形
の
展
示
は
行

い
ま
せ
ん
▽
旧
稲
葉
家
住

宅
で
は
店
蔵
と
土
蔵
で
雛

人
形
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▽
文
化
財
住
宅
…
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

▽
青
梅
市
吉
川
英
治
記
念
館
…

☎
74
・
９
４
７
７

重
要
文
化
財

「
寺
改
戸
遺
跡
土
壙
出
土
品
」
の
公
開
展
示

　

江
戸
東
京
博
物
館
で
昨
年

開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
縄
文

２
０
２
１
―
東
京
に
生
き
た
縄

文
人
―
」
に
出
品
し
た
国
指
定

重
要
文
化
財
・
寺
改
戸
遺
跡
土

壙
出
土
品
の
「
注
口
土
器
」
と

「
小
型
深
鉢
型
土
器
」
が
青
梅

市
郷
土
博
物
館
に
返
却
さ
れ
た

た
め
、
当
館
で
公
開
展
示
を
行

い
ま
す
。

日
程　

２
月
19
日
(
土
)
〜
３

月
21
日
(
祝
)

会
場　

郷
土
博
物
館
２
階
常
設

展
示
室

休
館
日　

月
曜
日
(
３
月
21
日

を
除
く
)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
館
無
料

問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館
☎

23
・
６
８
５
９

(
公
財
)
青
梅
佐
藤
財
団
共
催
事
業

(
公
財
)
青
梅
佐
藤
財
団
設
立
45
周
年
記
念

神
津
善
行
と
鈴
木
直
樹
と
ス
ウ
ィ
ン
グ
エ
ー
ス
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
「
ス
イ
ン
グ
の
饗
宴
」

　

グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
か
ら
ベ

ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
ま
で
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
の
名
曲

の
数
々
を
鈴
木
直
樹
、
ス

ウ
ィ
ン
グ
エ
ー
ス
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
と
、
神
津
善

行
の
解
説
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
時　

４
月
９
日
(
土
)　

午
後
１
時
30
分
開
演
(
０

時
30
分
開
場
)

会
場　

羽
村
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー

ル
そ
の
他　

未
就
学
児
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
▽
全
席
指
定

費
用　

２
千
円

申
し
込
み　

２
月
15
日
の
午

前
９
時
か
ら
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
み

▽
直
接
…
羽
村
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
の
窓

口

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
左
記

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
ア
ク
セ
ス

▽
電
話
…
☎
０
１
２
０
・

240
・
540

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
座

席
数
確
保
の
み

問
い
合
わ
せ　

(
公
財
)
青

梅
佐
藤
財
団
☎
090
・
５
１

９
５
・
３
０
３
０

記

念

館

で

落

語

会

　

高
座
終
了
後
は
青
梅
市
吉

川
英
治
記
念
館
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時　

２

月

26
日
(
土
)　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30

分(
午
後
１
時
30
分
開
場
)

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
出
演
者　

柳
家
禽
太
夫
(
真

打
)

定
員　

先
着
20
人(
予
約
制
)

費
用　

２
千
円

※
記
念
館
の
観
覧
料
と
し
て

別
途
500
円
必
要
で
す
。

申
し
込
み　

電
話
☎
74
・
９

４
７
７
で
吉
川
英
治
記
念

館
へ

※
受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

h t t p s : / / w w w .
confetti-web.com/
sato-zaidan

神津善行 鈴木直樹

△注口土器と小型深鉢型土器
▽

柳
家
禽
太
夫

△ 吉川英治記念館での
展示風景

写真で振り返る

青梅市

　次の写真は、昭和５７年に

撮影された市内行事です。

　河辺の河川敷で行われてい

たもので、現在は行われてい

ません。さて、この行事は何

でしょう？

　答えは広報おうめ３月１日

号で！▽

北
村
西
望
作
・
畠
山
重
忠
像


